
今年度４月より給食部会会長を拝命いたしま
した原田麻希と申します。昨年度は西部ブロッ
クの副ブロック長として１年間役員をさせてい
ただいておりました。栄養士になって６年目
で、まだまだわからないことばかりでご迷惑を
おかけすることもあると思いますが、昨年度の
経験を活かしながら皆様のお役に立てるよう、
一生懸命頑張りますのでどうぞよろしくお願い
いたします。
８月、横浜で行われた平成30年度全国保育士

会食育推進研修会に参加させていただきまし
た。本研修会では「改定保育所保育指針におけ
る食育の位置づけと実践において」、「乳児保育
における食育について～子どもの発達の連続性
と食育の継続性～」、「食育の計画と自己評価に
ついて～PDCAサイクルによる質の高い食育実践
に向けて～」の３つの講義がありました。その
中でも特に印象に残ったのが、日々の給食の価
値を高め、継続した食育を行うということで
す。私自身、食育といえばクッキングや栽培活
動などを行うイベント型だと思っていました。
しかし、毎日当たり前に出てきて食べている給
食は当たり前ではないということ、季節や旬の
もの、伝統料理、行事食などきちんとしたねら
いや意味があるということ、それを保育者に伝
え毎日の給食の大切さをわかってもらうことが
日々の食育につながるということがわかりまし
た。
給食は生きた教材です。「今日のスープはど

んなにおい？」「このお団子の大きさはどのく

らい？」など日々の給食
でのちょっとした言葉か
けも食育につながるとい
います。その時の子ども
の声や行動、記憶に残っ
たエピソードなどを記録
（メモ）し、評価につな
げることで継続した食育
を行うことができると教
えていただきました。そ
のためには、保育園の全職員が情報を共有し、
共通理解することが重要だと改めて感じまし
た。そして一人一人の子どもに寄り添っていけ
たらよいと思います。
食は、子どもの生命の維持・発育・発達に欠

かせないものであり、心身の成長に大きくかか
わっています。また、子どもたちに対する食育
は、生涯にわたって健全な心と身体を培い豊か
な人間性を育む基礎となるものです。子どもた
ちの明るい未来のために、日々の給食に意味を
持ち、価値を高め、これからも安心安全な給食
を提供していきたいと
思います。

信頼をされる保育はまず安全 Ｎｏ.１
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安全は一人の目よりみんなの目Ｎｏ.２

東部
ブロック

給食部会だより

東部ブロックテーマ「地域とつながる食文
化」という事で～食を楽しみ・食を学ぶ～昨年
度も、色々な研修を積み、今年もテーマに添っ
て研修を入れました。私達が毎日使う食材の原
材料の生産者を招いて、野菜のソムリエの先生
を交え調理実習を行う予定です。ＪＡ小山戸島
女性部の皆様から、人参・ピーマン・さつまい
も等生産者の土作りや野菜作りにこめる思いを
聞き、各保育園の食育活動にも活かせたらと思
います。
我が園でも菜園活動は毎日楽しくやっていて

春、夏野菜はもちろん、秋冬野菜の土づくりか
ら野菜の植え付けまで楽しくやっています。収
穫が楽しみな毎日です。収穫してきた野菜はそ
の日の献立に加えたりすると、子どもたちの目
の輝きが違い、偏食矯正に役立っています。
写真は菜園活動の畑がなくても、牛乳パック

で簡単に出来る野菜作りを載せています。ミニ
大根ミニキャロット等々です。子供達で出来る
ので、作ってみて下さい。

「やさいづくりって、たのしいな」

保育園給食では、０歳児から５歳児と年齢幅
も広く成長の著しい時期に、安全で栄養バラン
スの整った、食べやすくておいしい食事を提供
します。さらに抵抗力の弱い園児に対して、食
中毒にも常に意識しながらの衛生的な調理と管
理は必須条件です。そんなたくさんの配慮が必
要な保育園給食に携わって７年が経ちました
が、未だにその大変さと難しさを感じながら
も、子ども達や職員からの「おいしかった～」
という言葉と笑顔が、私の毎日の励みになって
います。
本妙寺保育園での７年間は本当にたくさんの

経験をさせていただきました。そ
の中でも、２年前に出産したこと
は大きな転機となりました。出
産・子育てを通して自分を取り巻
く環境が大きく変わり、仕事と子
育ての両立に四苦八苦しながら
も、周りの方々に助けられながら

仕事が続けられていると日々感じています。ま
た、保育園給食に携わっていながら、我が子の
食事に対する悩みも恥ずかしながら多く、こん
な私が悩むということは、世の中の母親には子
どもの食事に対してもっと悩んでいる人もいる
のではないかと思い、私にできることはないか
と考えるようになりました。そのひとつとし
て、昨年度は離乳食相談会を開催させていただ
き、参加された保護者の悩みを少しでも解消で
きたように感じています。私自身も離乳食を振
り返るきっかけとなり大変勉強になりました。
今年度は、給食部会の役員就任のお話をいた

だき、私に務まるか不安でし
た。しかし、こうした経験や
様々な先生方との出会いを通し
て、自分も成長していけると前
向きにとらえ、最後まで役員を
やり遂げたいと思っています。

これまでの経験を生かして西部
ブロック

給食部会だより

今　村　由美子東部ブロック給食部会会長
小山保育園

澤　田　明　子西部ブロック給食部会会長
本妙寺保育園



子どもらの安全守る保育士愛 Ｎｏ.３

毎日、安心安全で美味しい給食を提供できる
ように、使命感を持ち取り組んでいます。　　
ここではホテル日航熊本・髙本健太シェフを

招聘し上記テーマでの実習を紹介します。
メニューはブランマンジェ、オレンジソー

ス、ブドウソース、ショートケーキ、マカロ
ン、フルーツカット（オレンジ、イチゴ、ぶど
う）ラングドシャでした。フルーツは子どもが
喜びそうな形、食べやすくカットされる事にま
ず驚きました。調理器具、ナイフやヘラの使い
方、アルミフリーのベーキングパウダー、バタ
ーの代用プルーンなど詳しく教えていただき
ました。少ない材料で、コストもかからず、
調理時間も短く、しかも大量調理が出来ま
す。作り方は簡単ですがとてもおいしく、し
かも本格的で子どもたちが喜ぶかわいいスイ
ーツを作る事が出来ました。
シェフの指導は分かりやすく、すぐ実践で

きるものばかりでとても好評でした。今後はク
ッキングや行事食、午後のおやつに取り入れて
いきたいと思います。
初めて役員をさせて頂きましたが、会の準備

や進行等大変さが分かりました。と同時に、ア
ドバイスや協力をして助けていただきました会
員の皆様の温かさ優しさがとても心に響きまし
た。また、役員会の活動も丁寧に教えて頂き、
情報交換などもあり、実り多き年になりまし
た。大変お世話になりそしてありがとうござい
ました。

「子どもたちが喜ぶスイーツ作り」（調理実習より）

北部ブロックの今年のテーマは昨年に引き続き、
『毎日の食事（給食）の中で「食」の大切さを知ろ
う～みんなでおいしく食べる～』を掲げています。
第一回目の研修では、「歯からみる食生活」をテ

ーマに、城南歯科医院の宮本格先生・宮本美砂先生
に歯について講話をしていただきました。口腔内を
清潔に保つこと・かみ合わせ・噛むことの大切さな
どを学びました。
口は他の体の部分より特殊で、歯茎を通して体の

外から中に突き抜けており、体の中に細菌が入りや
すい構造で、抵抗力が低いと病気に
もつながります。歯磨きでは７割程
度しか汚れが取れないので、補助器
具が必要になってきます。砂糖が多
いものや歯を溶かしやすい食べ物、
長時間口に入れる飴など、食べるも
の・食べ方も大切です。
噛み合わせが悪いと、体がねじれ

て体への不調が起こります。かみ合わせは小さい頃
の頬杖などが関わってくるといわれています。片足
を上げたり、体が横を向いたまま食事をすること
は、行儀が悪いだけでなく、体がゆがむ習慣に繋が
ってしまいます。
また噛むことで、唾液が分泌されて口の中を清潔

に保ちます。今は前歯で噛みちぎれない子が多いの
で、噛む食事を提供することが大切です。
この研修を通して、口の中の状態が体に影響を及

ぼして病気の元になる危険があり、清潔に保つこと
が大切だとわかりました。就学前の
子どもは、自分で歯磨きを隅々まで
行うのが難しいので、大人が管理す
ることも仕事の一つです。また、食
べ物でも無理しない程度に噛む硬
さ・大きさを考えて噛む給食を作っ
ていきたいと思いました。

研修会からの学び

南部
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給食部会だより

北部
ブロック

給食部会だより

久保田　しおり南部ブロック給食部会会長
城南ふたば保育園

桑　野　智　世北部ブロック給食部会会長
たつだ保育園



心の目いつも開いて安全保育Ｎｏ.４
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創設時に鳳鳴保育園に入職し、今年で３年目
になります。１年目は保育園の給食は初めてで
したので、うまくやっていけるか不安でした。
調理、献立作成、発注以外にも食育活動や、運
動会、発表会のお手伝いなど子ども達とふれあ
う機会も多く、園長先生をはじめ先生方の支え
もあり、１年間はあっという間に過ぎてしまい
ました。
２年目に給食部会中央ブロックの役員をさせ

ていただくことになりました。役員の仕事が務
まるかも不安でしたが、会長、副
会長、ブロック長の先生方から役
員の仕事以外にも保育園で役に立
つ情報や他園で実施している食育
の話など教えていただきとても勉
強になりました。
保育フェスタやわんぱく祭りな

どのイベントにも参加でき食育活

動において視野が広がり刺激を受け充実した２
年目でした。
３年目の今年は給食部会ブロック長としてプ

レッシャーもありましたが、ブロック長として
計画致しました１回目の研修は、他の先生から
の感想を頂いて、反省や共感もあり、とても良
い経験ができたと思います。２回目計画もより
工夫した内容にしたいと思います。
役員の仕事は日々の業務との両立で大変なこ

ともありますが、保育園の仲間の協力、役員の
先生方や同じブロックの先生方に
助けていただき、給食ブロック長
の責務をはたしたいと思います。
子ども達に安心・安全で美味し

い給食を作り、食に興味を持って
くれるよう食育活動を発展させ今
後も努力していきたいと思いま
す。

初めての仕事で得たもの中央
ブロック

給食部会だより

原　田　聖　子中央ブロック給食部会会長
鳳鳴保育園


